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承
く
だ
さ
い
。

*
臨
地
調
査
研
究
に
参
J

加
ご
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

O
懇
親
会
・
研
究
発
表
会
昼
食
・
臨
地
調
査
研
究
の
お
申
し
込
み
は
、
郵
便

振
替
に
よ
り
、
内
訳
を
明
記
の
上
、
左
記
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

郵
便
振
替
口
座

0
0
九
O
O
l四
l二
七
O
三
四
三

口
座
名
称

な
お
、
お
申
し
込
み
締
め
切
り
は
、
十
月
五
日
(金
)と
し
ま
す
。

商
業
学
会

2
0
0
7年
度
全
国
大
会

O
問
い
合
わ
せ
先

一T
五
五
八
八
五
八
五

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
一
二
一
一
一
一
八

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

村
田
正
博

電
話

O
六
1

六
六
O
五
l

二
四

E
メ
ー
ル

自
己
円
白
門
出

@
5
0白
血

E
・
2
R
-」

U

*
出
張
懇
請
書
を
入
用
の
方
は
、
返
信
用
封
筒
に
ご
住
所
・
ご
氏
名
を
記

入
し
、
八
十
円
切
手
を
貼
付
の
上
、
右
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

O
宿
泊
案
内

宿
泊
の
斡
旋
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
会
場
へ
は
天
王
寺
よ
り
お
い
で
い
た

だ
く
の
が
便
利
で
す
の
で
、
そ
の
近
辺
の
宿
を
各
自
ご
手
配
く
だ
さ
い
。

全
国
大
会
開
催
要
項

O
会
場
案
内

大
阪
市
立
大
学
(
杉
本
キ
ャ
ン
パ
ス
)

。
交
通
案
内

一T
五
五
八
l

八
五
八
五

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
I

三
二
二
八

約
五
分

J
R
阪
和
線
「
杉
本
町
(
大
阪
市
立
大
学
前
)
駅
」
下
車
、
東
へ
徒
歩

至四条畷・木津

.交通案内図

JR 
大阪環状線

晶ぴこ五
五

歪なかもず至和取山



全
国
大
会
開
催
要
項

φ. 

く〉キャンパス案内

五
六

天王寺方市

① 1号館

②商学部 ー経営学研究科棟

③経済学部 ・経済学研究科株

④法 学部 ・法学研究科棟

⑤ 文学部文学研究科椋

⑥経済研究所株

⑦都市プラザ

③回中記念館

⑨保健管理センター

⑬河海工学実験場

⑪ 学術情報総合セン安一

(f高業学の先達」展会場)

⑫理学部 ・理学研究科棟

⑬工学部 ・工学研究科棟

⑬生活科学音I1・生活科学研究科棟

⑮工作技術センター

⑬児童家族相談所

⑫ 2号館

⑬全 学共通教育籾l

⑬ 4号館

⑫ 基礎教育実験棟 1階階段教室

(公開講演会 ・研究発表会会場)

@第 I体育館

⑫第 2体育館

⑫-1第 1学生ホール

(研究発表会昼食)

③ー2第 2学生ホール

⑧スポーツハウス

②ゲス トハウス

@新産業自1)生センター

@ 高原記念館

(懇親会会場)



。臨地調査研究集合場所略地図

SW" 

懇
療
筑
間
緩
岨
明
線

I今刷

全
国
大
会
開
催
要
項

五
七



0現在編輯委員会は、次の十九名によって構成されています。(五十音順)

乾善彦 上野誠 内田賢徳 大島信生 大演虞幸

奥村和美 影山尚之 坂本信幸 佐野宏 白井伊津子

鉄野昌弘 西 一夫 O芳賀紀雄 O橋本雅之 蜂矢真剣l

村田正博 毛利正守 山附健司 吉井 健

(。学会代表、 O編輯委員長) 五
;¥、



編

輯

後

記

O
百
九
十
九
号
を
お
周
け
し
ま
す
。
今
回
は
、
論
『
X

二
一端
に
加
え
て
、
書
一
評
四
編
と
い
う
編
輸
に
な
り

ま
し
た
。
書
評
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
い
う
な

れ
ば
研
究
が
活
況
を
呈
し
て
い
る
証
で
も
あ
り
、

上
代
文
学
研
究
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

O
昨
今
の
大
学
で
は
い
わ
ゆ
る

F
D
活
動
の
実
施
が

厳
し
く
求
め
ら
れ
、
改
革
改
普
の
会
議
に
追
わ
れ

て
い
る
力
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
う
に

つ
け
、
雌
か
な
研
究
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
国
文
学

の
方
法
が
、
今
後
ま
す
ま
す
大
切
に
な
る
と
思
う

の
で
す
。

O
二
百
サ
が
目
前
に
な
り
ま
し
た
。
編
輯
委
員
会
で

は
、
殊
更
に
記
念
号
と
銘
打
つ
の
で
は
な
く
、
今

ま
で
通
り
研
究
の
「
質
」
を
世
に
問
う
学
術
機
関

誌
と
し
て
の
使
命
を
来
た
し
た
い
と
の
考
え
か
ら
、

通
常
号
と
し
て
編
輯
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

O
第
六
十
回
全
国
大
会
が
十
月
に
大
阪
市
立
大
学
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
田
正
博
氏
を
は
じ
め
大
阪

市
立
大
学
関
係
者
の
皆
様
、
大
学
院
の
学
生
諸
氏

に
心
か
ら
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
。
な
お
詳
し
い
大

会
報
告
は
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

O
山
崎
健
司
前
一
編
輯
長
の
あ
と
を
受
け
、
今
号
か
ら

総
本
が
編
制
?
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

歴
史
あ
る

『部
業
』
を
編
制
す
る
任
の
重
さ
を
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
務
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

(
橋
本
流
之
)

。

お

願

い

O

l

論
文
の
投
稿
、
訟
籍

・
論
文
の
御
答
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2

年
会
資
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
邸
便
振
替
で
「

0
0

九

O
O
七

二
九

一
凶
七
市
内
築
学
会
」
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

3

住
所
変
更

・
改
姓
等
の
届
出
、
本
誌
既
刊
号
の

購
入
等
は
、
清
文
堂
出
版
内
部
梨
学
会
事
務
室

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

程

て
投
稿
資
格
は
、
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
、
高
梨
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
論
文
と
す
る
。

一
、
分
量
は
、
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

四
十
枚
程
度

(た
だ
し
「
質
業
片
々
」
側
は
十
枚

以
内
)
と
す
る
。

一
、
投
稿
に
際
し
て
は
、
原
稿
山
部

(
コ
ピ

l
可
)

を
学
会
本
部
宛
に
送
る
こ
と
。
た
だ
し
、
原
稿
は

返
却
し
な
い
。

一
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
字
詰
め
・
行
数
及

び
四
百
字
詰
め
原
稿
川
紙
に
換
算
し
た
枚
数
を
明

記
す
る
こ
と
。
論
文
採
用
の
場
合
に
は
、
テ
キ
ス

ト
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
を
お
願
い
す
る
。

一
、
採
否
決
定
は
、
編
樹
委
員
会
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

一
、
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
、
執
筆
者
に

帰
属
す
る
。
た
だ
し
、
本
誌
「
商
業
」
の
再
版
、

定
子
化
公
開
等
に
つ
い
て
は
、
執
筆
者
の
許
可
を

得
な
い
で
学
会
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。

首
内
楽
学
会
会
則

一
、
本
会
は
、
市
内
楽
学
会
と
称
す
る
。

て
本
会
は
、
市
内
栄
作
探
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
脱
出

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

一
、
商
業
研
究
者

・
愛
好
者
は
訟
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
商

業
」
を
編
輯

・
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
、
年
一
回
、
公
開
講
演
会

・
研
究
発
表

会
臨
地
調
査
研
究
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を

行
い
、
表
彰
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
随
時
、
門
的

に
沿
う
事
業
を
行
う
。

一
、
会
員
は
、
年
額
凶
千
円
の
会
費
(誌
代
を
含
む
)

を
年
度
初
め
(問
月
)
に
納
入
す
る
。

て
本
会
の
本
部
を

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番

二
二
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

室
内
(郵
便
番
号
五
五
八
l

八
五
八
五
)

に
位
く
。

一
、
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の
編
制

・
発
行
は
編

桁
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

一
、
本
会
に
代
表
を
置
く
。



首
向

葉

第

百

九

十
九
号

平
成
十
九
(ニロロ七)
年
十
二
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
十
九

(
=
8
5
年
十
二
月
三
十

一
日
発
行

頒
側
一
、

0
0
0
円

送

料

六

O
円

時
蹴
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
四
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
内

電
話
実
(
六
三
五
)
ニ
四
一
三

編輯

・発

行

高

葉

学

会

代
表

者

芳

賀

紀

雄

振
替

O
O九
O
O
l
七
1

二
九
一
四
ヒ

松
山
蜘
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

高
葉
学
会
事
務
室

電
話

。
六
(
六
二
三
六
二
六
五

発
売
所


